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平
成
十
八
年
六
月
二
七
日
（
火
）
鹽
竈
海

道
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
は
、
福
島
県
会
津
若

松
市
を
訪
問
、
町
の
復
興
の
仕
掛
人
で
あ
る

㈲
渋
川
問
屋
代
表
取
締
役
渋
川
恵
男
氏
に
ご

講
演
戴
い
た
。

　
会
津
若
松
市
七
日
町
は
１
㌔
弱
の
細
長
い

商
店
街
で
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
と
繁
栄
し

て
き
た
。

第参号

た
っ
た
３
人
で
ま
ち

お
こ
し

ミニ東京はいらない

道
路
が
町
を
潰
す
？

　
立
上
げ
は
十
年
程
前
、
何

十
軒
分
も
ま
と
ま
っ
て
取
り

壊
さ
れ
て
土
地
が
大
駐
車
場

に
な
り
、
町
が
取
り
壊
さ
れ

た
状
況
を
み
た
こ
と
か
ら
は

じ
ま
る
。

　
同
級
生
の
友
人
３
人
と
と

も
に
町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
を
過
去
の
繁
栄
し
て
い

た
建
物
に
見
つ
け
、
「
大
正

浪
漫
七
日
町
」
と
し
て
修
景

事
業
を
立
ち
上
げ
る
。

　
す
る
と
一
年
後
に
は
千

人
、
翌
年
に
は
二
千
人
、
一

昨
年
は
年
間
二
十
万
人
の
観

光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

る
。
渋
川
さ
ん
は
地
方
は
規

模
の
競
争
で
は
な
く
、
地
域

の
特
色
や
個
性
を
生
か
し
た

行
っ
て
見
た
い
と
思
わ
せ
る

地
域
に
す
る
べ
き
と
語
る
。

　
高
度
成
長
期
以
降
は
中
央

資
本
に
対
抗
す
る
為
、
殆
ど

の
商
店
が
東
京
風
に
店
舗
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
っ
た
。
こ

の
表
面
だ
け
の
繕
い
が
衰
退

に
拍
車
を
か
け
、
全
国
三
千

余
り
の
自
治
体
と
同
じ
よ
う

に
空
洞
化
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
。

　
「
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
取
組
む
渋
川
さ
ん
達
の
お

陰
で
全
国
か
ら
見
学
者
が
く

る
。
」
会
津
若
松
市
役
所
都

市
計
画
課
景
観
グ
ル
ー
プ
の

物
江
さ
ん
、
村
山
さ
ん
に
は

市
役
所
の
取
組
を
伺
っ
た
。

　
会
津
若
松
市
で
も
景
観
条

例
を
制
定
し
て
い
る
が
、
本

市
と
同
様
強
制
力
も
無
い
。

助
成
件
数
は
４
６
件
で
、
む

し
ろ
塩
竈
市
の
５
８
件
の
方

が
多
い
。
成
功
の
裏
に
は
歴

史
的
建
造
物
が
い
ま
だ
に
大

変
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
一
員
の
よ
う
。

　
七
日
町
に
は
数
本
の
都
市

計
画
道
路
が
計
画
さ
れ
て
お

り
、
渋
川
さ
ん
は
現
状
の
と

お
り
片
側
１
車
線
を
希
望
し

て
い
る
が
、
計
画
交
通
量
は

１
万
５
千
台
と
２
車
線
は
必

要
な
状
況
。
そ
の
点
で
は
意

見
が
合
わ
な
い
と
の
こ
と
。

会
津
若
松
市
役
所
物
江
技
査
、

村

山
技
査

今
後
は
少
子
化
対
策
や
、

団
塊
世
代
の
取
込
が
重
要

と
語
る
渋
川
氏
。

比
較
評
価
結
果 平日でも多くの観光客が見られるまちなみ

渋川問屋前

　
今
回
の
見
学
会
に
は
一
般

参
加
四
名
を
含
む
十
名
が
参

加
し
た
。
い
か
に
鹽
竈
海
道

へ
活
か
し
て
い
く
か
を
予
め

7
つ
の
評
価
項
目
を
定
め
、

本
町
・
宮
町
・
西
町
地
区

と
、
七
日
町
を
比
較
検
証
を

5
点
満
点
で
行
っ
た
。

　
僅
か
半
日
の
滞
在
期
間
で

あ
っ
た
が
、
参
加
者
の
多
く

が
七
日
町
の
特
色
に
感
銘
を

受
け
た
よ
う
で
、
残
念
な
が

ら
塩
竈
市
は
七
日
町
を
上
回

る
項
目
は
一
つ
も
無
か
っ

た
。
今
回
は
特
に
大
き
く
差

が
つ
い
た
4
項
目
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。
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塩
竈
市
で
は
景
観
ア
ド
バ

イ
ス
、
及
び
助
成
制
度
利
用

者
を
今
年
度
も
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

 
都
市
計
画
道
路
北
浜
沢
乙

線
に
面
し
て
い
る
方
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
申
込
が
出
来

ま
す
。
ま
ず
は
素
案
作
り

を
。

　
詳
し
く
は
市
役
所
土
木
課

建
設
課
係
ま
で
。
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総合

行政の
取組

道路の
整備状況

市民の
生活環境

まちなみの
整備状況

歴史資源の
活用方法

地元住民商店会等
の取組

観光客を迎い入れ
る体制

北浜沢乙線（西町、本町、宮町）

会津若松市（七日町）

Before

After

　
平
成
一
八
年
六
月
二
七
日

（
火
）
市
役
所
宮
町
分
庁
舎

に
て
宮
城
県
主
催
で
開
催
。

住
民
十
七
名
が
参
加
し
た
。

宮
城
県
仙
台
東
土
木
事
務
所

の
高
橋
道
路
建
設
班
長
は
冒

頭
で
安
全
確
保
に
万
全
を
期

し
て
速
や
か
に
工
事
を
終
え

た
い
と
述
べ
た
。
ま
た
、
工

事
情
報
を
月
１
回
提
供
す
る

こ
と
を
約
束
し
た
。

　
平
成
一
八
年
七
月
二
六
日

（
水
）
市
役
所
宮
町
分
庁
舎

に
て
宮
城
県
主
催
で
開
催
。

住
民
ハ
名
が
参
加
し
た
。
本

町
地
区
側
道
関
係
住
民
は

県
・
市
・
警
察
の
計
画
と
交

差
点
の
形
状
、
宅
盤
の
嵩
上

げ
の
2
項
目
に
つ
い
て
相
違

点
が
あ
り
調
整
を
求
め
て
い

た
が
、
折
り
合
わ
ず
、
本
会

に
お
い
て
も
妥
協
点
は
見
出

せ
な
か
っ
た
。

地
元
住
民

商
店
会
の
取
組

観
光
客
を
迎
え
入
れ
る

体
制

歴
史
資
源
の
活
用
方
法

ま
ち
な
み
の
整
備
状
況

　
地
元
内
で
の
協
調
性
の
悪

さ
を
指
摘
す
る
声
が
多
く
、

参
加
者
は
七
日
町
の
一
方
向

に
進
ん
で
い
る
状
況
を
目
の

当
た
り
に
し
て
大
き
な
差
を

痛
感
し
た
模
様
。

　
①
新
町
、
宮
町
は
商
店
会

が
無
い
の
で
本
会
が
取
り
ま

と
め
を
行
う
②
本
町
と
の
連

携
を
図
っ
て
い
く
③
話
し
合

い
の
機
会
を
良
く
持
つ
等
の

改
善
策
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　
地
域
住
民
共
通
の
理
解
が

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
繋

が
る
と
結
論
付
け
た
。

　
住
民
一
人
一
人
が
も
て
な

し
、
迎
え
入
れ
る
気
持
ち
が

必
要
だ
と
い
う
意
見
も
多
数

占
め
た
。
七
日
町
で
お
店
で

も
な
い
古
民
家
に
招
き
い
れ

て
頂
い
た
り
、
い
つ
も
に
こ

や
か
な
塩
竈
と
の
違
う
対
応

に
好
感
を
得
て
き
た
。

　
一
方
で
駐
車
場
が
な
い
、

ト
イ
レ
が
も
っ
と
欲
し
い
、

外
食
産
業
の
核
が
あ
れ
ば

等
、
ハ
ー
ド
整
備
の
要
望
が

出
た
。
観
光
用
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
標
識
へ
掲
載
す
る
こ
と

や
、
空
地
利
用
を
各
所
有
者

へ
お
願
い
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。

　
七
日
町
ほ
ど
歴
史
的
な
建

物
は
鹽
竈
海
道
に
は
今
は
少

数
で
、
蔵
や
塩
竈
石
等
を
い

か
に
保
全
し
て
い
く
か
が
問

題
。
所
有
者
の
意
識
改
善
が

必
要
だ
が
、
や
は
り
住
民
皆

が
共
通
意
識
を
持
つ
こ
と
が

大
事
な
よ
う
だ
。

　
七
日
町
は
歩
け
ば
大
正
時

代
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
い

る
こ
と
が
ひ
と
目
で
解
る
。

し
か
し
鹽
竈
海
道
は
ど
の
時

代
を
表
現
し
た
い
の
か
が
解

ら
な
い
と
い
う
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。

　
道
路
改
良
工
事
に
よ
り
近

代
的
な
建
物
で
殆
ど
埋
め
尽

く
さ
れ
た
状
況
で
は
も
っ
と

も
な
話
で
、
市
の
進
め
る

「
み
ち
そ
の
も
の
が
博
物

館
」
と
言
っ
た
雰
囲
気
か
ら

は
日
に
日
に
か
け
離
れ
て
き

て
い
る
。
渋
川
氏
が
お
話
く

だ
さ
っ
た
よ
う
に
他
都
市
と

同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い
て
も

「
魅
力
あ
る
ま
ち
」
と
は
成

り
得
な
い
。
住
民
同
士
よ
く

話
し
合
い
の
機
会
を
持
ち
、

塩
竈
ら
し
さ
に
つ
い
て
議
論

す
る
べ
き
だ
。


